
２０２１年度 年主題〈共に喜んで～すべての歩みの中～〉
0・1･2歳児５月主題 ｢だいじょうぶ｣ 3･4･5歳児５月主題 「動き出す」

月のねがい 月のねがい

◎神さまのお守りの中、園生活に慣れていく。 ◎保育者や友だちと一緒にさんびかを歌うことやお祈りをすることを喜ぶ。

◎おだやかでやさしいことばをかけられ満たされて過ごす。 ◎身の回りのことを、保育者に助けられながら安心して行う。

◎お祈りやさんびかに親しむ。 ◎与えられている時・もの・こと・人・自然などの恵みを喜び、神さまに

◎一緒にいる保育者や友だちと安心して過ごす。 感謝する。

新しく入園したお友だちの涙声が、少しずつおしゃべりや笑
い声に変わってきました。それぞれ好きな玩具や好きな場所
を見つけて、遊び始めているこども園です。
３月末にあった「五感を使った自然体験」のリモート研修の

後、芝生広場にバナナの木を植えたり、ジャングルジムの下に
シロツメクサを移植して、園庭内でも自然を体験できるよう環
境整備をしました。シロツメクサを見て「お花畑できたね！」と
いるかのＲくん。朝の自由遊びでは、花壇に植えてあったアロ
エを抜いて”アロエむき”に挑戦！何日かアロエむきを続けて
いくと、スプーンを使って１本分の長さを綺麗にむけるようにな
ったくじらのＲくん。周りの先生や友だちに「すご～い」と言わ
れている姿をみて、くじらのＹくんは「なんか、Ｒくん人気者だ
なぁ！」と一言(笑)。そんなお兄ちゃん、お姉ちゃんのあそび
を見ながら０～２才児もあそびをマネし始めて一緒に楽しんで
いるところです。
また４月２４日には、理学療法士の方を講師に園内研修を行

いました。子どもの体の発達について、その支援のポイントな
ども学ぶことができました。改めて、幼児期の体の動き（発達）
の大切なこと、遊びの中で楽しみながら体を動かしていくこ
と、そのためには色々な経験の中で重たい、軽い、大きい、小
さいなどの感覚を感じさせていくことを学ぶことができた時
間でした。新年度早々、研修の為にお迎えのご協力をいただき
ありがとうございました。
風が心地よい５月。わかさ公園の自然環境、城ケ浜の海の音

や潮の匂い、園庭のダンゴムシ等々、身近にある自然や生き物
との触れ合いを通して、子どもたち
の体や手先が生き生きと動かすこと
ができるように、私たち保育者も一
緒に楽しんでいきたいと思います。

主任：伊豆元

6月の行事予定

1日(火) 給食試食会（3才児）
3日(木) 給食試食会（4才児）
4日(金) 給食試食会（5才児）
5 日(土) 園内研修
8日(火) 役員会

11日(金） 誕生会(2才以上 6・7月生）
17日(木） 弁当日
19日(土） 子育て講演会

5月の行事予定

6日(木) 健康診断(13:30～）
6~14日(金) 家庭訪問(3才以上)

7日(金) 誕生会(2才以上 4･5月生）
11日(火) 役員会
13日(木) 交通安全教室
15日(土) 親子遠足･父母会総会･弁当日
19日(水) 避難訓練
21日(金) 弁当日
24~28(金) フリー参観
29日(土) 誕生会(めぐみ組 4~6月生)
31日(月） 誕生会(2才以上児 5月生）

今月の聖句 「私たちは互いに愛し合いましょう。」
Ⅰﾖﾊﾈ4:7

２０１１年の東日本大震災で、私たちは改めて津波の恐ろしさを知りました。それ以降、日本
各地に「津波到達水位」が掲示されるようになりました。東京や大阪の街中でも、津波が起こっ
たら、この高さまで津波が押し寄せることを示す水位線が掲げられ、いざという時に備えるよう、啓
発運動がなされています。
聖書は「神は愛である」（Ⅰヨハネ書４：８）と語りますが、ある人がこの聖書のみ言葉は水位

掲示板のようなものである、と言いました。日本人が「津波到達水位線」を見て、津波に備えよう
とするように、「神は愛である」という聖書のみ言葉に触れて、人は自分たちが互いに愛し合うべき
存在であることに気づかされるのです。
世の中には、地震や津波、台風や水害、そして新型コロナウィルスのような天災が尽きませ

ん。また、そのような災害の後に、必ずと言っていいほど人災も続きます。神が愛であるならば、どう
してそのようなことを許されるのか、という考え方もあるでしょう。けれども、そういう時にこそ、人は愛を必
要とします。天災や人災がなくても、人は愛を必要とするのです。「神は愛である」という注意喚起
を促すみ言葉に触れ、私たちは互いに愛し合うべき存在であることにも気づくのです。神が愛であ
るからこそ、私たちも互いに愛し合い、私たちが互いに愛し合う中に、また、神の愛の片鱗が現れる
のです。 教会協力牧師 池田基宣
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４月も後半になってくると、友だちと遊びだす姿が見え 子どもたちの感性は敏感です。戸外に出て過ごすよう
るようになってきます。一方で、友だちと関わる時に緊張 になると、様々なものに反応します。そこで、この時期の
したり、言葉でうまく表現できない子どももいます。また、 ねらいを「身近なもにに関わりながら、面白さや驚きを感
関わりが増えることでいざこざも多くなってきます。 じる」としています。「出会いを支える」ことと「邪魔を
そんなこの時期のねらいを「保育者や友だちと関わりな しない」ことをしていると、様々な身近な自然物との出会

がら、一緒に過ごす心地よさを感じる」としています。こ いが生まれます。そのときに子どもたちが感じている「お
の時期に私たちが大切にしたいのは「友だちっていいな！」 おっ！」とか、「わあ！」を一緒に受け止める存在であり
「一緒って楽しいな！」という他者に対する基本的な信頼 たいと思います。もう一つ大事にしたいのは五感すべてを
感を築くことだと思っています。いざこざや困ったことが 使えるような工夫をすることです。現代社会は視覚優位で、

起こっても、そ 他の感覚を使う
の時を保育者も ことが少なくな
一緒になって楽 っていると言わ
しい時間に変え れています。感
ながら、いざこ 性豊かなこの時
ざよりも一緒に 期に素朴な自然
遊ぶ方が楽しい 物を味わったり、
なと感じたり、 自然の匂いを嗅
こうやって友だ いだり、様々な
ちに伝えたらい 物に触れてみる
いんだなと体験 経験をすること
を通して学んで は、原体験とし
行ければよいの て子どもたちの
だと思います。 心に深く刻まれ、

豊かな感性が育
ちます。

著者：松元伸吾


